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子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
こ
ど

も
発
達
相
談
室
で
は
、
主
に
就
学
前
の

子
ど
も
の
言
葉
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れ
や
行
動
面
の
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配
ご
と
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ど
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じ
て
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ま
す
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７
月
か
ら
、
子
ど
も
の
発
達
に
悩
み

を
抱
え
る
保
護
者
同
士
が
気
持
ち
を
共

有
す
る
「
交
流
サ
ロ
ン
」
を
定
期
的
に

開
い
て
い
ま
す
。
９
月
に
は
子
ど
も
の

気
に
な
る
行
動
を
分
析
し
、
関
わ
り
方

を
学
ぶ
「
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
を
初
開
催
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
一
緒
に
子
ど
も
と
の
接
し
方
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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市政の最近のできごとを紹介します。

　家庭から出る生ごみで発電した後の残留物をバ
イオ肥料として有効活用しようと、実証試験を始
めました。長岡農業高校の３年生が肥料の成分を
変えた５区画の畑にダイコンの種をまき、土壌や
生育状況の違いを調査します。（９月16日）

バイオ資源の循環を目指して

　地域の個性を活かしたにぎわいづくりや集落
支援に取り組む団体やコミセン、地域おこし協
力隊などが集まる情報交換会を開催。熱意あふ
れる活動紹介を通じ、参加者は新たなつながり
や活動のヒントを持ち帰りました。（９月18日）

　県や市、警察、猟友会など約20人がトチオー
レに集まり、市街地に出没したクマへの対応訓
練を実施。職員が扮

ふん

したクマが登場し、民家へ
の侵入を防ぐバリケード作りや麻酔銃での捕獲
など、一連の対応を確認しました。（９月７日）

地域づくりを担う70人が交流

出没増える秋に備え、クマ対応訓練

　３年ぶりに国内外の名門オーケストラ奏者ら
が集まった「アフィニス夏の音楽祭」。室内楽
演奏会や交流イベント、中高生吹奏楽部員への
指導などを通じ、多くの市民が一流の音色で音
楽の楽しさを体感しました。（８月21日～28日）

　令和元年から改修工事を行っていた、十日町
小学校近くの高山踏切が開通しました。車道の
幅を６ｍに広げ、幅３ｍの歩道を新設。登下校
で通る子どもたちなど、歩行者も安全に通行で
きるようになりました。（９月１日）

登下校も安全、高山踏切開通

"一流"で楽しむ音楽の祭典

NAGAOKA N e w s

　県内30市町村でつくる「市町村による原子力
安全対策に関する研究会（代表幹事・長岡市長）」
は、原子力防災の法令や国・県の取り組みなど
を学ぶ実務担当者研修会を開催。今後も国や県
と連携し、安全対策に取り組みます。（８月22日）

原子力防災の研修会を開催

その悩み…

子ども家庭センターが
力になります！

ペアレントトレーニング(９月10日）ペアレントトレーニング(９月10日）

交流サロン(７月27日）交流サロン(７月27日）

小さい頃の悩みは尽きないもの
子ども家庭センター・島津 直美主任保育士

　子どもの発達のスピー
ドは一人ひとり違いがあ
ります。小さい頃ほど、言
葉や行動などの心配ごと
はたくさんあるものです。
　気になることがあれば
一人で悩まず、気軽に私
たちを頼ってください。
たくさんお話を聞きます
よ。

まずは気軽にお電話を
こども発達相談室（さいわいプラザ内）
Ｔ36・3727

★�随時、講座や交流会を開催してい
ます。詳しくは市ホームページで

センター利用者
（４歳の男の子を育てる母親）の声
　言葉よりも先に手が出るのが気になり、７月か
ら相談室にお世話になっています。

　悩みに共感してもらえ
たり、解決策を一緒に考
えてもらえたりするので
気持ちが楽になります。
　他の子と比べてできな
いことだけでなく、でき
ることにも目を向け、本
人にわかりやすく伝えら
れるようになりたいです。

言葉が遅れて
いるのかな…

お友達とうまく
遊べない…


